
Ⅰ 自然公園等利用者数の概要 

 

１ 自然公園利用者数の推移   

 図Ⅰ－１・表Ⅰ－１は、昭和２５年から平成３１/令和元年までの国立公園、国定公園

及び都道府県立自然公園の利用者数を示したものである。 

  自然公園全体の利用者数をみると、昭和５０年から昭和５８年は、おおむね横這いの

状況であった。昭和５９年から徐々に増加の傾向を示し、平成３年には１０億人を超え

た。その後は減少傾向にある。平成３１/令和元年の利用者総数は、前年に比べ１.３％

減の８億９３１１万人であった。 

  年間利用者数を各公園の種類別にみると、３４の国立公園利用者数が３億６,９１５万

人（対前年比０.６％減）、５６の国定公園利用者数が２億８,７５８万人（同０.２％減）、

３１１の都道府県立自然公園利用者数が２億３,６３８万人（同３.７％減）となってい

る。 

 

２ 利用者数の多い国立公園 

  表Ⅰ－２は、全国３４の国立公園のうち、利用者数の多い１０公園についてとりまと

めたものである。 

 最も利用者数の多かったのは富士箱根伊豆の１億３,２５２万人で、国立公園利用者数

全体の３５.９％を占めており、以下、瀬戸内海４,４５４万人、上信越高原２,３７２万

人の順となっている。 

 これらのうち上位１０公園についてみてみると、その合計利用者数は２億９,５３４万

人となり、国立公園利用者数全体の８０.０％を占めている。 

 なお、上位の国立公園は、都市部から比較的交通の便の良い場所に位置している。 

 

３  利用者数の多い国定公園 

 表Ⅰ－３は、全国５６の国定公園のうち、利用者数の多い１０公園についてとりまと

めたものである。 

 最も利用者数の多かった国定公園は、琵琶湖の３,６９１万人で、国定公園利用者数全

体の１２.８％を占め、以下、玄海２,８９７万人、八ヶ岳中信高原１,７１９万人の順と

なっている。 

 これらのうち上位１０公園についてみてみると、その合計利用者数は１億６,７６５万

人となり、国定公園利用者数全体の５８.３％を占めている。 

 なお、上位の国定公園は、国立公園と同様に都市部から比較的交通の便の良い場所に

位置している。 

 

４  国立公園、国定公園利用者数の増減 

（１）利用者数が増加した国立公園 

 ３４の国立公園中１５公園で前年と比較して利用者数の増加がみられた。増加率が高

かった上位３公園は、順に三陸復興（対前年比４５.１％増）、やんばる（同２３.０％

増）、釧路湿原（同１６.４％増）となっている。 

 〔表Ⅰ－４－(１)参照〕 



（２）利用者数が減少した国立公園 

 利用者数が前年と比較して減少した国立公園は１９公園で、減少率が高かった３公園

は、順に小笠原（同３１.６％減）、阿蘇くじゅう（同９.５％減）、雲仙天草（同８.

５％減）となっている。 

〔表Ⅰ－４－(２)参照〕 

 

（３）利用者数が増加した国定公園 

 ５６の国定公園中３２公園で前年と比較して利用者数の増加がみられた。増加率が高

かった上位３公園は、順に暑寒別天売焼尻（同４７.５％増）、剣山（同１９.３％増）、

若狭湾（同１８.３％増）、となっている。 

 〔表Ⅰ－４－(３)参照〕 

 

（４）利用者数が減少した国定公園 

 利用者数が前年と比較して減少した国定公園は２４公園で、減少率が高かった３公園

は、順に明治の森高尾（同５２.４％減）、九州中央山地（同３４.０％減）、壱岐対馬

（同２３.６％減）となっている。 

 〔表Ⅰ－４－(４)参照〕 

 

５ 利用者数の多い都道府県立自然公園 

 表Ⅰ－５は、全国３１１の都道府県立自然公園のうち、利用者数の多い上位１０公園

についてとりまとめたものである。 

 最も利用者数の多かった公園は水郷（三重県）の１,３５１万人であり、以下、日本平

・三保の松原（静岡県）の１,２９２万人、大宰府（福岡県）の１,１４２万人となって

いる。 

 

Ⅱ 自然公園利用者数調 

この調査は、暦年毎の自然公園の利用者数を把握するため、都道府県からの報告に基

づいて集計したものである。〔表Ⅱ－１～８参照〕 

 なお、国立公園内におけるビジターセンター等施設の入館者数は、主に環境省地方環

境事務所からの報告によりとりまとめたものである。〔表Ⅱ－９参照〕 

 

Ⅲ 長距離自然歩道利用者数調 

 長距離自然歩道は、優れた自然環境を有する自然公園や文化財などを結ぶ長距離にわ

たる歩道で、自然や歴史などを訪ねることにより、健全な心身を育成し、自然保護に対

する理解を深めることを目的としたものである。 

 この調査は、自然公園と同じく都道府県からの報告に基づき、暦年毎の各長距離自然

歩道の利用者数を集計したものである。 

 

 

 



 平成３１/令和元年の長距離自然歩道利用者数は７,４３９万人であり、対前年比４.

１％減となっている。各自然歩道別に利用者数をみると、北海道３４万人（対前年比８.

５％減）（※）、東北９６７万人（対前年比０.８％増）、東北太平洋岸は今年度の報告

なし、首都圏７８５万人（同４.７％減）、東海７８５万人（同１２.５％減）、中部北

陸１,００９万人(同１４.５％減）、近畿２,４２４万人（同０.３％増）、中国３３３万

人（同１２.９％増）、四国２５２万人（同５.２％増）、九州８４９万人（同６.８％減）

となっている。 

〔表Ⅲ－１～１０参照〕 

(※) 北海道自然歩道は平成３１年現在整備中であり、利用者数は供用を開始している一部のもの。 

 

Ⅳ 参考 

１ 新宿御苑入苑者数 

  この調査は、国民公園のうち新宿御苑について新宿御苑管理事務所の報告により、年

度毎の入苑者数をとりまとめたものである。 

 平成３１/令和元年度の入苑者数は約２１９万人（対前年比５.３％減）となっている。 

 〔表Ⅳ－１参照〕 

 

２ 休暇村利用者数 

 この調査は、(一財)休暇村協会の報告により、年度毎の利用者数をとりまとめたもの

である。 

 平成３１/令和元年度の休暇村の利用者数は約３７６万人（前年比１.８％減）となっ

ている。その内訳をみると、宿泊利用者数は約１３４万人（同１.２％減）、その他の利

用者数は約２４３万人（同２.２％減）であった。 

 〔表Ⅳ－２参照〕 

 

３  国民宿舎利用者数 

 この調査は、(一社)国民宿舎協会（平成１３年度分までは各都道府県）の報告により、

年度毎の公営の国民宿舎の利用者数をとりまとめたものである。 

 平成３１/令和元年度の国民宿舎の利用者数は約２６５万人（同２２.７％減）となっ

ている。その内訳をみると、宿泊利用者数は約７９万人（同２０.３％減）、休憩利用者

は約１８６万人（同２３.７％減）であった。 

 〔表Ⅳ－３参照〕 

 

４  全国温泉地宿泊利用者数 

 この調査は、各都道府県の報告に基づき、年度毎の温泉地の延べ宿泊利用者数をとり

まとめたものである。 

 平成３１/令和元年度における延べ宿泊利用者数は約１億２,６５３万人（同３.１％

減）となっている。 

 〔表Ⅳ－４参照〕 

 



５ 平成３１/令和元年の気象概況 

＜天候の概要＞ 

 平成３１/令和元年の天候の特徴 

① 年平均気温は、全国的にかなり高かった。特に冬の沖縄・奄美、秋の東・西日本は

1946 年の統計開始以来最も高くなった。 

② 年降水量は、沖縄・奄美でかなり多く、東・西日本太平洋側で多かった。一方、北

日本日本海側でかなり少なく、東日本日本海側で少なかった。北日本太平洋側と西

日本日本海側は平年並だった。 

③ 年間日照時間は、北日本、東日本日本海側でかなり多く、西日本日本海側で多かっ

た。一方、沖縄・奄美では少なかった。東・西日本太平洋側では平年並だった。 

④ 冬は、全国的に東日本以西では暖冬となり、西日本日本海側では記録的な少雪とな

った。 

⑤ 夏は、気温の低い時期もあったが、西日本を除き夏の平均気温は高かった。 

⑥ 春と秋は、暖かい空気に覆われ、全国的に気温が高くなった。 

⑦ 9月上旬には、関東地方に台風15号が上陸、千葉県を中心に記録的な暴風となった。 

⑧ 10月中旬に台風第19号が伊豆半島に上陸、関東地方から東北地方を北上し、広い範

囲で記録的な大雨、河川の氾濫が相次ぐなど大きな被害が発生した。 

⑨ 上記の他にも、8月下旬の九州北部地方や10月下旬の関東甲信地方と東北地方など、

夏から秋にかけて、各地で記録的な大雨となり、土砂災害や河川の氾濫など大きな

被害が発生した。 

 

冬（平成３０年１２月～平成３１年２月） 

① 気温は、東日本以西では冬の平均気温がかなり高く、特に沖縄・奄美は記録的な 

暖冬となった。北日本では平年並だった。 

② 降水量は、北日本太平洋側と東日本日本海側でかなり少なく、北日本日本海側と 

東日本太平洋側で少なかった。一方、沖縄・奄美は多かった。西日本では平年並 

だった。 

③ 降雪量は、北・東・西日本日本海側はかなり少なく、西日本日本海側は記録的な 

少雪となった。 

④ 日照時間は、西日本太平洋側でかなり少なく、東日本太平洋側と西日本日本海側 

で少なかった。 一方、北日本太平洋側は多かった。北・東日本日本海側と沖縄・ 

奄美では平年並だった。 

 

春（平成３１年３月～令和元年５月） 

① 気温は、北・西日本と沖縄・奄美 でかなり高く、東日本で高かった。 

② 降水量は、北日本日本海側でかなり少なく、北日本太平洋側と西日本で少なかっ 

た。一方、沖縄・奄美では多く、東日本では平年並だった。 

③ 日照時間は、北・東・西日本日本海側と北日本太平洋側では、記録的に多く、沖 

縄・奄美では平年並だった。 

 

夏（令和元年６月～８月） 

① 気温は、北・東日本と沖縄・奄美で高く、西日本では平年並だった。 

② 降水量は、西日本太平洋側と沖縄・奄美でかなり多く、東日本太平洋側と西日本 

日本海側では多かった。北日本と東日本日本海側では平年並だった。 

③ 日照時間は、沖縄・奄美でかなり少なく、東日本太平洋側と西日本では少なかっ 

た。北日本と東日本日本海側では平年並だった。 

 



秋（令和元年９月～１１月） 

① 気温は、東・西日本では記録的に高く、北日本と沖縄・奄美で高かった。 

② 降水量は、台風等の影響で各地で大雨や大荒れとなり、北・東日本太平洋側と沖 

縄・奄美の降水量は多く、一方、北・東日本日本海側では少なく、 西日本では平 

年並だった。 

③ 日照時間は、北・西日本太平洋側でかなり多く、北・西日本日本海側と東日本で 

多かった。沖縄・奄美では平年並だった。 

 

  

                           （気象庁ホームページ 報道発表資料より抜粋） 


